
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基金名 
令和元年度末 

現在高見込み 

平成３０年度末 

現在高見込み 
増減額 増減率 

財政調整基金 22億 5,078万円 28億 0,275万円 ▲5億 5,197万円 ▲019.7% 

減債基金 17億 0,206万円 19億 0.187万円 ▲1億 9,981万円 ▲010.5% 

まちづくり振興基金 24億 8,681万円 26億 0,646万円 ▲1億 1,965万円 ▲04.6% 

地域振興基金 21億 1,119万円 21億 1,039万円 80万円 ― 

名寄線代替輸送確保基金 5,489万円 5,587万円 ▲00億 0,98万円 ▲01.8% 

町有林野事業資金基金 91万円 91万円 ― ― 

計 86億 0,664万円 94億 7,825万円 ▲8億 7,161万円 ▲09.2% 

※このほかに土地開発基金、奨学資金貸付基金、医師養成確保修学資金貸付基金及び介護給付準備基金が

あります。 

 

財政調整基金 財政運営上の収入不足の調整や災害発生などに備える預金です。 

減債基金 公債費（借金の返済）に充てる預金です。 

まちづくり振興基金 
様々なまちづくり事業に充てる預金です。寄附金を受けた場合に積み立てる

ことがあります。 

地域振興基金 
町村合併時に将来に備え借金をして造成した預金です。返済金の多くは国

から補てんされます。 

名寄線代替輸送確保基金  名寄線の廃止以降のバスによる代替輸送に充てる預金です。 

町有林野事業資金基金 町有林野の造林や林道整備などに充てる預金です。 
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預金（基金）の説明 

ま
ち
の
預
金 

※預金残高は、一般会計の出納閉鎖時点（5月 31日）の見込みで、今後変動が見込まれます。 

ま
ち
に
は
、
一
般
家
庭
で
い

う
預
金
（
基
金
）
が
あ
り
ま
す
。 

預
金
は
、
そ
の
目
的
に
応
じ

て
管
理
し
て
お
り
、
積
み
立
て

に
よ
り
増
加
し
、
取
り
崩
し
に

よ
り
減
少
し
ま
す
。 

平
成
19
年
度
末
と
平
成
30

年
度
末
を
比
較
す
る
と
約
68

億
円
増
加
し
ま
し
た
。 

増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
国

の
経
済
対
策
に
よ
る
地
方
交

付
税
や
補
助
金
の
増
加
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

令
和
元
年
度
末
現
在
高
見

込
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
積

み
立
て
、
取
り
崩
し
に
よ
り
増

減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

まちの収入と使いみち ２７ 



まちづくり振興基金の取り崩しによる主な使いみち（平成２９年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基金を充てる事業 取り崩し額 基金を充てる事業 取り崩し額 

大型免許等資格取得支援 50万円 小中学校図書購入 301万円 

福祉バス運行 100万円 小中学校机・椅子購入 300万円 

就農支援対策 50万円 アサマシジミ個体数調査 60万円 

木芸館改修 100万円 えんがる球技場備品購入 350万円 

 

積
み
立
て 

取
り
崩
し 

預
金
ご
と
に
積
立
て
、
取
崩

し
を
説
明
し
ま
す
。 

 

【財
政
調
整
基
金
】 

 

財
政
調
整
基
金
は
、
財
政
収

支
を
調
整
し
、
赤
字
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。 

 

遠
軽
町
は
、
平
成
17
年
10

月
に
財
政
状
況
の
厳
し
い
町

村
で
合
併
し
ま
し
た
。
当
時
の

基
金
残
高
は
、
５
億
２
１
４
４

万
円
で
、
財
政
調
整
基
金
の
一

般
的
な
適
正
水
準
を
下
回
る

約
６
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

こ
う
し
た
過
去
の
反
省
か

ら
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

ま
ち
の
財
政
計
画
に
お
い
て

は
、
適
正
水
準
で
あ
る
10
％
以

上
の
水
準
を
保
つ
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

 

将
来
的
な
財
政
収
支
に
影

響
を
与
え
る
問
題
と
し
て
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
合

併
期
間
の
経
過
に
よ
る
普
通

交
付
税
の
段
階
的
な
縮
減
な

ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
に
備
え
る

た
め
に
基
金
残
高
を
適
正
水

準
以
上
に
保
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

平
成
29
年
度
は
、
決
算
の
剰

余
金
な
ど
で
２
億
３
０
３
０

万
円
を
積
み
立
て
、
財
政
収
支

の
調
整
の
た
め
２
億
円
を
取

り
崩
し
ま
し
た
。 

基
金
残
高
は
、
適
正
水
準
を

超
え
る
約
30
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 
 
 

【減
債
基
金
】 

 

減
債
基
金
は
、
借
金
（
町
債
）

の
返
済
（
償
還
）
を
計
画
的
に

行
う
た
め
の
も
の
で
す
。 

 

返
済
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
積
み
立
て
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

町
村
合
併
直
後
の
基
金
残

高
は
、
１
億
６
２
４
６
万
円
で

し
た
。 

 

減
債
基
金
の
適
正
水
準
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
道
の
駅
や
町

民
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設

整
備
に
よ
る
将
来
負
担
の
増

加
に
備
え
て
積
み
立
て
て
い

ま
す
。 

 

平
成
29
年
度
は
、
利
子
20

万
円
を
積
み
立
て
、
取
り
崩
し

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

【特
定
目
的
基
金
】 

特
定
目
的
基
金
は
、
特
定
の

目
的
の
た
め
に
使
う
も
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
、
地
域

振
興
基
金
、
名
寄
線
代
替
輸
送

確
保
基
金
、
町
有
林
野
事
業
資

金
基
金
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
様
々

な
事
業
を
行
う
た
め
の
も
の

で
す
。 

平
成
29
年
度
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
金
な
ど
に
よ
り
３

４
２
０
万
円
を
積
み
立
て
、
２

２
２
１
万
円
を
取
り
崩
し
ま

し
た
。 

 

地
域
振
興
基
金
は
、
町
村
合

併
時
に
基
金
残
高
が
少
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
合
併
特
例
債

を
借
り
入
れ
て
創
設
し
た
基

金
で
す
。 

平
成
29
年
度
は
、
利
子
８
３

万
円
を
積
み
立
て
、
取
り
崩
し

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

 

名
寄
線
代
替
輸
送
確
保
基

金
は
、
国
鉄
名
寄
線
の
廃
止
以

降
、
バ
ス
に
よ
る
代
替
輸
送
を

す
る
た
め
に
創
設
し
た
基
金

で
す
。 

 

平
成
29
年
度
は
、
利
子
３
万

円
を
積
み
立
て
、
１
０
０
万
円

を
取
り
崩
し
ま
し
た
。 

  

町
有
林
野
事
業
資
金
基
金

は
、
町
有
林
野
の
造
林
等
の
た

め
の
も
の
で
す
。 

 

平
成
29
年
度
は
、
利
子
１
千

円
を
積
み
立
て
、
取
り
崩
し
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

２８ まちの収入と使いみち 


